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 一般ガス定数               J／kmol］
 伝熱管半径               m］
 レイノルズ数：                 一】
 膜レイノルズ数            ．】
 シュミット数                一】
 シャーウッド数               一】
 温度                 K】
 温度                 ℃］
 円管の全熱通過係数              Wγ（m・K）i
 流速                 m／s］
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凝縮形態 ☆ 膜 状
滴 状
☆ 三管外面  単一


























オゾン破壊係数 ODP（Ozone Deρle tion∫Po tθn tiaD
 各化合物の1kgあたりの総オゾン破壊量をOFC－11あたりの総オゾン破壊量でわった
もの。










































































 T．、Ti、 T。、略し、隅∫、 va7i。。は、 xによらず一様である。
また、気相の対流熱伝達は一般に小さいので、本研究においては無視することとする。
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ここで、
        ヨ    GaLx一■●呉
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       MIL＋MkL
                  Y4    ・（Se）一2〔2．4．議．5Se）
また、浮力に関するパラメータ為K2i．ωw、 cv、Tはそれぞれ、
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       ．μガ（G…／4y4似。＋M，L）
           X
そして、局所伝熱面熱導束q．は、以下のようになる。
   q． ＝ Li ’mi． ＋L2 ’m2．
       一μガ（Ga・・／4ア4仏．MIL＋L，．M、L）







    偽一｝か・dU
        ．．g．wf．’（GaLi／4Y．（M，，＋M，．） （2．14）
    qi 一｝・x’q・cix






         mkl ・I    MkLl嵩                （k＝ 1，2） （2．17）       μガ（Gabl／4ア4
とおくと、式（2．14）より、
       4    輪＝ぎ塩  （k＝1・2）     （2・18）
となるので、加ハqノは式（2．14）、（2．15）より、
    ．，＝一！！！L．：一gClilioff！11ill・（Gau／4Y．一（M，．＋M，．） （2．lg）




    Mkl）d ＝＝1．03・MkL （2．21）
となる。
 水平円管外での平均凝縮質量流束Md．平均伝熱面熱流束qdは、
    m， ＝一！！1Lt ：一1ICiiZ’ （GaLd／4Y ・（M，Ld＋M，L，） （2．22）
    q，＝！Z’L：一1Silge！G11！1’（GaLd／4Y・（L，・M，．，＋L，’M，Ld） （2・23）
    σ。。、．げ3弄           （2抽
        VL
         mkd ・d    MkLd ＝＝             （k＝ 1，2） （2．25）       μガ（GaLd／4Y4
となる。
 平均熱伝達係数α di平均ヌッセルト数NUdを次式で定義する。
       qd                                  （2．26） ad ＝      Ti－Tw
       ad・d    Nud＝                              （2．27）
        λ五
 挙式に、式（2．23）を用いて、
    Nu，＝！！！．L：一！1！2iZil’（GaLd／4Y・（L，・M，Ld＋L，・M，L，）・th．（T，一T．） （2・28）
 式（2．21）より、













    T・B－TFc一高（…》碑〕慨／Pp）1
 （2）液相曲線
    T・D－T・c一斗・》｛1・（・・・…一mpl・一臨／P・）］’｝
 ここで、




    易。：    〃   臨界圧力
    耳：    〃   絶対圧力
    ％：アンモニア質量分率
    塩躍   ：水の臨界温度
















1［ psia ］ ＝ 1 ［ lb’in－2 ］
      ＝ 6．895×10－2 ［ bar ］
      ＝ 6．895×103 ［ Pa ］





        呪／Mk                 （k＝ 1，2） （2．37）  Xk ＝”      W，／M， ＋ W， ／M，
13
表2－1 気液相平衡の関係式に用いた係数
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ei ＝ 153．17055346
e2 ＝一一 11．7705687461
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         Ti一乃    TLr＝Tw＋                              （2．38）          3
       wkw ＋ wki    匿．＝                              （2．39）         2
（1）  密度
a）凝縮液の密度 iO L ［kg／m3］
   一⊥．」墾＋聖
   PL PIL P2L
    ここで、ρ1ガ9）、ρ2∫15）は、
    L ＝ 2．97s7．lo－4 ・o．246si＋（i－Tlt／ros・syt7
   Pnsat
PiL ＝ Pnsat ’17・03×10－3
   一rL ＝ （1 ＋ 8・7 ×10－6 ’ tL．”85 ）× 10－3
   P2L
          適用範囲 0～220℃
b） 混合気の密度 ρ ［kglm31
    P ＝＝ Pi ＋ P2
                 P     ＝（Xir’Mi“X2r’M2）’








   P
瓦．、易．
 全圧   ［bar］
． モル分率
   （代表温度Trに相当する平衡濃度）
 一般ガス定数（ニ8314 ［J／kmol】）
（2）  粘度







  質量分率  0  （水 ）
    μ五＝μ2五                                       （2．46）
  質量分率  LO  （ アンモニア ）
    tUL＝iUiL （2．47） 質量分率  0．25～0．5
    uL 一fa， ・（MZ－e，Y＋ b， fr 10－6 ・9． 80665 （2．4s）
    ai ＝ 8’463805 ×10－8 ’ tLr3 ’3・106812×10－5 ’ tL．2
         ＋ 3．463359 ×10”3 ・ t． 一一 1．353752× 10－i
    bi ＝ 一1’66665×le一‘ ’ tLr3 ＋ 4・857119×10－2 ’ tL．2
         一一 5．090466 ・ t．． ＋ 219．2713
    ei ＝ 4・859079×10一‘ ’tLr 2 一 5・95281×10－2 ’tLr ＋ 27・10722
  質量分率  0．6～0．95
    tLt． ＝ fa， ・（V」V 一60）2 ＋ b， ・（P」IZ－60）｝× 10’一6 ・9．80665 （2．4g）
         a2 ＝ 2．275024×10－9・t．‘ 一s．g4s2ss×lo－7・t．3
             ＋ 5・948255×10－5 ’ tLr 2 一 2・909127 ×10－3 ’ tL． ＋ 6・95982×10’2
         b2 ＝ 一1’32138×10一” tLr‘ ＋3・3834624 ×10－5 ’ tL．3
             一 4・23 9218 × 10 一3 ’ tLr 2 ＋ 2・242724 × 10一’ ’ tLr ’一 5・660816
         e2 ＝3’148299×10－6’tLr‘ 一8・627939×10一‘’tL．3
             ＋ 9・080665 × 10－2 ’ tLr2 一 4・768691 ’ tLr ＋ 135’3371
  質量分率  0～0．25、0．5～0．6、0．95～1．0 については、それぞれの値を通る直線
とする。
   ここで、，Lt IL（11）、μ2五（15）は、







     適用範囲 208～398K：
   IL2L ＝ 2．4×10－5 ×lo｛25Y（tL，＋i3s）｝
           適用範囲 0～300℃
b）混合気の粘度 μ（14）【Pa s］
   ，＝， ．X． ir ． ．4．2r
     1＋ X2r ’¢12     1＋ Xir ’¢2i
  但し、
     fi ＋ （．1・ti／ui ）42 ’ （it・e，／itef ）V／‘｝2
                    （i，ノニ1，2）   ipi’＝ww／
ここで、μ1（12）、μ2（15）は、
   Ui ＝ （A ＋B’ Tr ＋C’ Tr2 ＋D’ T．3 ）× 103
                 適用範囲
       240 一一 350K 350 ・v 390K
  A＝ 一5．34835×10－3 一〇．80640
  B＝ 1．14180×10－4 6．87245×10－3
  C＝ 一3．335825×10－7 一1．93571×10－3
  D＝ 4．72675×10・iO 1．83333×10－8
   pt2 ＝ （8．02 ＋ O．04 ・ t． ）× lo6
            適用範囲 0～100℃
（3）凝縮液の熱伝導率 ・1 L［W1（mK）］
   λ五＝㎎五・λ2五＋〃乙五・λ2五
 ここで、／1 IL（12）、λ2Z（15）は、









   A，L 一 O．6881一 4×lo－6 × （13s 一 t．． ）2・i
           適用範囲 0～135℃
（4）凝縮液の定圧比熱 CpL［J／（kg K）］
   ・。。一四ガe。、L＋％ガ・。、L
 ここで・ら1」13）・（》2∬15）は・
   e。、L ＝＝a＋か写＋・・T。．2＋d・TZ．3＋e・ T。．4
      a ＝ 55．5806
      b ＝ 一78．0725×lo－2
      e ＝＝ 4．40344×lo－3
      d ＝ 一le．g17sxlo－6
      e ＝ 10． 10so ×lo－9
           適用範：囲 200～388K
   e．2L ＝”4・179×103＋7．9×10’5’（t．． 一一10）2’9 ［ J／（kg・K） ］
           適用範囲 0～230℃
（5）蒸発潜熱 L ［J／kg 】
   五＝㎎ガ・L、＋w，ガL、
 ここで、L1（11）、 L2（15）
   Li ＝ B3・1769 ’ （132・25 一 tr Y2 一 O・60473 ’ （132・25 一一 tr ）｝’ 4186・8
           適用範囲 一42～50℃
   L， ＝ 2．5016×106 一 2．370×lo3 ・ t．
           適用範囲 0～100℃
（6）相互拡散係数 D：10）
   刀一P潜函釜斎・・（yM・・VM・Y2
（7） ρμ比 R
      ρL’μ五   R－
       p’pa













      epL ’（Ti 一 T．）
   HL＝         L
  ここで、epL． Lは、それぞれ、式（2．59）
（9） ガリレオ数 GaL
   σa盈。x3手
       VL
   Gau ，． L［31．一：．ifll’g
       ’VL
   σa。、。d3手
       ’VL
（10） シュミット数 Sc
   Se＝．｝二
      D
（11） プラントル数 PrL
   乃乞．μガoρL
        AL
             （2．67）
（2．62）より求める。
             （2．68）
             （2．69）
             （2．70）
             （2．71）
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     T＝1．011224＋24．453150xE ［ ℃ ］ （3．i）
（冷却水温度、室温）
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P ＝ 3．546091×10－4 ×E2 ＋ 4．007479×E 一一 6．711320 ×10－2





































    7t・（r22－ri2）・1・y， ・e， ・T．． ＝S：〉 t7， ・e， ・t・2・z ・r・ dr （3．5）
ここで、o彦、γ彦が一定とすると、
    儲〉㌦で・r・t’dr    （3・6）
また、半径方向にのみ一様に熱が流れるとすると、半径rの円筒面を単位時間に通過する
伝熱量Qは、伝熱管の熱伝導率をλ∫とすると一次元熱伝導式より、




    t・2．讃．、・（1・r－1・小篇    （3・8）
    t＝一2．，，b．Sl，．i’（inr－inr2）＋T．． （3．g）
となる。
 したがって、伝熱管外壁温度T．。、下熱管内壁温度Twiは、
    駄一2景．、俵・㎞葺一景）  （3…）
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．・D n， ＝ P， ・V／gt ・ T，
   P、   ：凝縮器内の圧力
   胚凝縮器内容積   ［m3
   n、   ：成分1のモル数
   m    ：一般ガス定数









P， ’V＝ （n， ＋ n， ）・ ［R ・ T2
∴n』’L君●y
 2 ’ ［n・T， E｝t・Ti
   P2   ：凝縮器内の圧力
   瑳凝縮器内容積   【m3
   n2   ：成分2のモル数
   醒    ：一般ガス定数
   T，   ：凝縮器内温度
［ kgf／m2 ］
］
［ kmol ］ 一





    歳一葦1膿1第一誰     （3・・3）
     η一遡・｛（P・／勾一（P・／za，1）｝一S．122／T・）一（P・／T・）  （3．、4）







    x， ＝A／1357739 （3．ls）
    X， ＝1一 X， （3．16）
       x、   ＝アンモニアのモル分率
       x2   ：水のモル分率
       ．4：データ処理装置により出力された面積値
 以上より求められたモル分率を、次に質量分率へ換算する場合には、モル分率をx．質
量分率を以添字の1をアンモニア、2を水とし、それぞれ次式で示される。
         M， ・x          一’i （3．17）    W，＝    M， ・x． ＋M． ・x        1 “1       2 A2






AIR PRESS． 400 ［kPa】
CARRIER GAS PRESS． 600 ［kPa］
COLUMN TEMP． 120 ［℃ ］DETECTOR 200 ［℃ ］
INJECT． 200 ［℃ 1CURRENT 120 ［mA］データ処理装置
WIDTH 6 ［sec lSLOPE 20．0002 ［μVlmin】DRIFT 0 ［μV／min】MINAREA 25
T．DBL 0 ［mln］STOP．TM 10 ［mln］ATTEN 512 ［mV］SPEED 10 ［mmlmin】

































































     砺
aur ＝＝
  （Twr 一 Torm）’F
（4．1）
理論値は、Dittus・Boelterの次式より求めた。
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O ： Smooth film
A ： Stationary ringwise fil
［］ ： Turbulent ringwise film











（a） 膜状凝縮       図4－3（a） （○印）
   凝縮液膜が伝熱管表面上を一様に覆い流下していた。
（b） リング状凝縮     図4－3（b） （△印）




（c） 乱れたりング状凝縮  図4－3（c） （□印）
   隣り合うリング同士が合体・分離を繰り返しながら流下していた。この凝縮液
  膜の状態を乱れたりング状凝縮と呼ぶ事とした。
（d）滴艶状凝縮       図4－3（d） （◇印）






（a） 膜状凝縮  （○印）
（b） リング状凝縮  （△印）
（c） 乱れたりング状凝縮  （□印）
（d） 滴罪状凝縮  （◇）
図4・3 凝縮液膜の様式




















O ： Smooth film
A ： Stationary ringwise film
D ： Turbulent ringwise film
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    5
O ： Smooth film
A ： Stationaty ringwi’se film
O ： Turbulent ringvvise film












































 D ： O．2tvO．4
 V ： O．4・vO．6
 0 ： O．6・vO．8











    Qw
a＝（T， 一 T．）・ 一17T （4．7）
   a・dNu＝ （4．8）λ五
 図中の各記号は図4－3に示す凝縮液膜の様式を示し、実線は式（4．9）により定義され
たヌッセルトの理論値を表す。
























  o （ili5A
；：：一一 一一 ．． ．． ．． ．． 一L o QoO
        ～熊＞r鯨             劃睡勉一一＋45％
O ： Smooth film
A ： Stationary ringwise film
D ： Turbulent ringwise film
〈〉 ： Drop and streak
10一4           一2－3 1010



























0： Smooth film O ： Turbulent ri ngwise filrr！























 一410  0
O ： Srnooth film
Zx ： Stationary ringvvise film
P ： Turbulent ringwise film
〈〉 ： Drop and stfeak
zC
b??z！i42xD m
        ［△。吸◇
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＠ ： E7eetrie hea ter
＠： MZa ter／’acket




（ED ： Mixing ehamber
＠ ： Solution reeeiver
（D ： So7ution receiver






















   T＝ 一 8． 18833 × 10”2 × E2十 24．367032 ×E十 1．287871（6．1）
（吸収液出口及び溶液ポンプ入口）
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G＝＝ 1．0972347 × lo－4× G，3一 8．3ss4s23 × lo－3× G．2
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   Gsoi・out ”” Gsoi・in＋Gv （6・4）
（2）濃度保存式
   Gsal・out ’MZsal・out ＝： G！sal・in ’J7Vsol・in ＋Gv ’Wv （6・5）
（3）エネルギー保存式
   e＝ Gw ・e．vr 〈Tw， 一Tw， ）
    ＝ Gsoi・in ’hsof・in ＋Gv ’hv 一Gsal・out ’hsoi・out （6’6）
               蒸気   吸収溶液






















     T－TwoTLr ＝ Tmo ＋
       3
（6．7）
ここで、Tva。は伝熱管表面平均温度、 Tは以下の方法により求めた。
q＝ a．．i （T 一 Tw． ）
．’DT＝一9L＋Two































冷却水流量      （1／min） 6．0
冷却水温度      （℃） 1426～15．48
吸収溶液流量     （1／min） 0。109～0．185
吸収溶液入口温度   （℃） 16．45～30．63
吸収器圧力     （kPa） 8．65～11．42
吸収溶液入口濃度   （一） 0











































（a） 08。ノ，加二〇．185レmi皿  Tsal，in＝17．0℃



























O ： Tsot ・ in t i 17．0℃
D ： Tsol ・ in t；20・O℃
e ： T．．1 ． i，k124．sOc







   砺
q・xp＝ （7．3）
q，mp ＝ a．．i （T． 一 Tur． ） （7．4）
ただし、
  Tsoi・in ＋ Tsal－out

















    eo
 oQコ
9馬、
s O ： Tsol ・ in＝17－O℃
D ： Tsol ・ int；20・O℃
e ： Tsol ‘ in－24．5℃
〈〉 ： Tsol・int；30tO℃
2 10
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      o oo［由。□
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 e o
 一210  10
O ： Tsot ・ in＝1 7・OOC D ： Tsol ・ in＃20tO

























   m oB鰺
O ： Tsol ・ in te17．0℃
E］ ： Tsol ・ in t；20・O℃
e ： Tsol ・ in ±i 24・5℃























O ： Gsol ・ ine；6－8Vh 一 ： Gsol ・ in＝8－Ol／h
O ： Gsol ・ inli8・81／h A ： Gsol ・ inS 10－21／h
QA Q
■ 亀











AG ＝ K．．i p．．i A MZ．alzdl （7．9）
      AG！Ksoi ＝




    （MZsol＊一〃；曲，一‘呪。ノー呪泌。u， ）
ム1死。、＝
        1％σ駕一謡曲ノ
（7．ll）






















O ： Tsol ・ in＝17・O℃
O ： Tsol ・ in t i20．0℃
e ： Tsoi ・ in＃24・5℃
























































O ： Tsol ・ ink 17tOOC e ： Tsol ・ in t 124・5℃
D ： Tsol ・ inl；20－O℃ 〈〉 ： Tsot ・ int；3e・O℃
・商乳














    （a）膜状凝縮
    （b） リング状凝縮
    （c）乱れたりング状凝縮
    （d）滴縞状凝縮
（2） 平均凝縮熱伝達係数に関する無次元整理を行った結果、凝縮量・混合気組成によ
   らず、実験値は理論値に対して＋45％高い値となった。しかし、アンモニア質量
   分率が非常に高く（90％以上）単成分に近づくと、：二成分混合蒸気凝縮理論が成
   薄しないと思われる。
（3） 流下液膜吸収熱伝達実験において、吸収溶液平均熱伝達係数及び総括物質伝達係
   数は、吸収溶液流量が増加するにともない、大きくなる。
（4） 吸収熱伝達係数及び総括物質伝達係数に関する無次元整理を行った結果、膜レイ
   ノルズ数が増加するにともない、ヌセルト数Nu及び無次元の物質伝達係数
   瓦。／D。。1（レs。i2／g？ii3SC。。ili2（＝Sh。。1・ SC’112？の両者とも大きくなる傾向を示す。また、
   吸収溶液流量を増加させると共に、吸収溶液入口温度を低下させることで、吸収
   による熱伝達及び物質伝達を促進させることができると考えられる。しかし、い
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                  start
             実験データの読み込み




TB3 lill T X 1＝X










     ＠
o
WLB＝WSTI．
CALL PHASEB
：K、。1、△W、。1、D、。1、 Sh、。1、 Sc、。1の計算
δ、膜厚さから求めたα、。1及びNu、。1の計算
END
123
2．吸収実験データ
冷却水入口温度（℃）
冷却水出口温度（℃）
蒸気温度（1）（℃）
蒸気温度（2）（℃）
蒸気温度（3）（℃）
蒸気温度（4）（℃）
蒸気温度（5）（℃）
蒸気温度（6）（℃）
発生器蒸気温度（℃）
発生器液温度（℃）
圧力（kPa）
室温（℃）
伝熱管平均温度（℃）
圧力計負荷電圧値（V）
冷却水流量（kgls）
交換熱量（W）
熱流束（Wlm2）
吸収溶液入口温度（℃）
吸収溶液出口温度（℃）
ポンプ入口温度（℃）
吸収溶液流量（11h）
A99077．dat
14．9473
16．0389
24．8946
25．2076
24．8653
25．2125
25．0658
25．1098
16．3311
16．1648
11．1568
17．7918
22．1688
4．0021
0．0971157
443．022
13625
17．4412
38．6062
16．1345
7．03256
A99078．dat
15．1418
16．569
25．9828
26．4083
25．929
26．0879
25．5989
25．6111
16．292
16．2309
9．17138
17．7322
24．5239
4．002
0．0966651
576．539
17731．2
17．332
39．3128
16．117
8．41747
124
A99079．dat
15．2316
16．8849
26．7213
26．9903
27．1321
27．0881
26．3496
26．3642
 16．1208
 16．3458
9．81342
18．0152
25．9757
4．002
0．0965251
666．91
20510．5
17．1573
41．8722
16．0395
10．006
A99080．dat
15．4883
17．2627
27．4964
27．9537
27．7948
27．8877
26．6675
26．9903
15．8103
16．132
8．55004
18．1244
27．115
4．002
0．0965997
716．306
22029．7
16．9899
43．50 12
15．9921
IL1236
A99081．dat
14．558
16．3077
23．557
23．6695
23．7233
24．2319
23．1707
23．4348
14．4849
13．5973
9．44061
16．9445
26．3303
4．002
0．100462
734．588
22591．9
16．4586
40．2615
15．4747
9．02219
125
A99082．dat
14．4806
15．7923
24D192
24．3518
24．5425
25．1832
23．1584
23．782
15．869
15．1549
9．89626
17．3
23．2161
4．002
0．0992162
543．855
16726
16．5605
38．0326
15．4221
7．72778
A99083．dat
14．4981
15．9094
25．4766
25．6747
25．77
25．9534
24．9509
25．3005
16．5096
15．3554
11．2632
19．0394
23．6846
4．002
0．0964413
568．783
17492．7
24． 1932
37．8842
15．8671
7．72778
A99084．dat
14．4781
16．1185
26．9291
27．247
27．2861
27．9341
26．176
26．3129
16．3213
15．2943
10．6211
18．8807
25．1581
4．002
0．0967586
663．309
20399．8
23．8396
41．6519
16．1195
8．87425
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A99085．dat
14．5555
16．35
27．917
27．873
27．9586
28．5112
27．0661
27．1908
15．9619
16．1428
8．42578
19．2821
26．2692
4．002
0．0984446
738．269
22705．1
24． 1084
43．6147
16．2544
10．006
A99086．dat
14．6653
16．462
29．2766
29．0883
29．0883
29．6556
28．0368
28．2398
15．7736
15．8494
11．4289
19．708
26．2468
4．002
0．0972952
730．53
22467．1
24．4595
45．322
16．2119
10．4547
A99087．dat
14．5705
15．441
28．3719
28．2349
28．2154
28．8609
27．5576
28．1224
15．8005
15．8983
7．78373
19．5298
19．7501
4．002
0．101461
369．09
11351．2
24．3191
40．3051
16．5466
6．56592
127
A99088．dat
14．6928
16．4322
27．0196
26．9976
26．8435
27．4108
26．0219
26．1124
18．2116
18．483
8．3527
20．885
26．1191
4．0024
0．1
726．888
22355．1
20．1231
40．7148
18．8382
8．64615
A99089．dat
14．7227
16．462
27．2837
27．3302
27．291
27．9195
26．4132
26．5159
18．1945
18．4341
8．1374
21．4652
26．2697
4．0027
0．0988728
718．659
22102．1
20．3171
40．7535
18．9104
9．78078
A99090．dat
14．6479
16．0986
28．2178
28．0466
28．12
28．5039
27．5356
27．6872
18．1822
18．2336
10．2233
20．5712
24． 1638
4．0029
0．100351
608．406
18711．3
20．4116
41．0975
19．1221
8．03502
128
A99091．dat
14．2784
15．5008
27．9928
27．4304
27．9072
28．2154
27．4353
27．8828
18．1455
18．1162
8．85665
20．5662
22．3306
4．0029
0．0991867
506．687
15582．9
20．1983
39．871
19．1594
7．03256
A99092．dat
14．543
16．3301
28．9245
29．0859
29．llO3
29．8464
28．0906
28．6604
17．4144
17．4535
9．37433
19．8738
26．2872
4．0029
0．0965717
721．225
22181
20．0504
42．2278
18．8756
8．87425
A99093．dat
14．86
15．8421
24．3958
24．3982
24．4471
24．3884
24． 1366
23．5741
17．1014
16．6172
10．5176
20．2152
20．9325
4．002
0．0946253
388．388
11944．7
29．7867
41．1653
17．3453
6．56592
129
A99094．dat
14．6878
16．3028
28．3058
28．5259
28．4746
28．8903
27．3179
27．4744
 17．0745
 16．1575
9．10924
19．9381
25．2838
4．002
0．0982222
662．895
20387．1
30．0599
44．3555
17．8815
8．18818
A99095．dat
14．2584
 15．9642
29．817
29．9417
29．7266
30．1985
28．3694
28．5944
16．8764
16．988
9．37848
20．0445
25．564
4．002
0．0985319
702．369
21601．1
30．6352
45．1028
18．1457
8．87425
A99096．dat
14．7102
16．49 19
30．3941
30．3281
30．0665
3i．0275
29．0321
29．2815
16．7248
16．424
10．2069
19．2227
26．3553
4．002
0．0980104
729．729
22442．5
29．9753
45．1149
18．2852
9．32867
130
